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本研究では,微小押込み法による極薄板材の機械的特性評価法の確立を目的として,無酸素銅
C1020極薄板材,及びオーステナイ ト系ステンレス鋼 SUS304極薄板材を供試材として微小押込
み法について検討を行い,微小押込み試験により得られた極薄板材のヤング率及び押込み硬さに
及ぼす圧子先端の補正方法や試験片板厚などの影響について調査し,以下の結言を得た。
1.硬さ基準片に微小押込み試験を行ない補正式を算出した.補正式を用いることによつてヤン
グ率,押込み硬さともバルク材で押込み荷重によらず一定となつた。
2.微小押込み試験より求めたC1020のヤング率は板厚によらず全荷重域でほぼ一定となつた.
押込み硬さはバルク材と極薄板材では調質が異なるため,バルク材では概ね一定となつたが,
極薄板材では押込み荷重の増加に伴い増加 した.そこで HMV100より標準硬さが大きい
HMV200を用いて極薄板材の補正を行ない,押込み荷重によらず一定の押込み硬さを得た。
また,ヤング率が上昇したが, これは硬さ基準片による補正式の算出過程の影響である。な
お,C1020-t10では板厚が薄く剛性が低いため,ヤング率,押込み硬さが低下した。
3.微小押込み試験より求めたSUS304のバルク材では全荷重域でほぼ一定となつた。しかし,
極薄板材ではヤング率,押込み硬さ共にある押込み荷重を越えると減少し,板厚が薄くなる
とヤング率の低下が起こる押込み荷重が低下した。これは,板厚に対する押込み深さが大き
くなり,試験片背面の接着剤の影響が表れてしまつたためと考えられる.
4.C1020では,バルク材では微小押込み試験から求めたヤング率と引張試験より求めたヤング
率が概ね一致した.HMV200より補正を行なつたC1020極薄板材では微小押込み試験から求
めたヤング率は引張試験より得られたヤング率のおよそ 90%と近い値となつた。SUS304で
は微小押込み試験から求めたヤング率と引張試験より得られたヤング率と概ね一致した し
たがって,本研究で極薄板材のヤング率を正確に評価できていることが確認された.
5.C1020,SUS304共にバルク材,極薄板材で押込み硬さはビッカース硬さとほぼ一致した。
したがって,本研究で極薄板材の押込み硬さを正確に評価できていることが確認された.
6.圧痕観察を行なつた結果,C1020納入材ではpile up,C1020焼鈍材ではsink inを起こした
また SUS304ではどちらの現象が起こつているか不明瞭であつた。本研究では硬さ基準片の
圧痕形態の変化を考慮した補正式を算出し,一定のヤング率,押込み硬さを得た。
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